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おいしいアメをどうぞ おいしいアメをどうぞ 
アメッコ市の会場会場では、懐か懐かしい「か「からみ
アメ」のサービスがありました。大人大人も子
供も、たくさん並んで、からみアメを口に
入れてもらっていました。（２月11日・12日）

アメッコ市の会場では、懐かしい「からみ
アメ」のサービスがありました。大人も子
供も、たくさん並んで、からみアメを口に
入れてもらっていました。（２月11日・12日）
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人事行政の運営 人事行政の運営 
をお知らせします をお知らせします 「大館市人事行政の運営等の状況の公表に関す

る条例」に基づき、市職員の給与や定数の状況
などについて、その要旨を公表します。 □ 職員課 49-3111（内線278）問 

職員の平均給料月額などの状況 
平成 年４月１日現在

1特別職の報酬等の状況 
平成 年４月１日現在

※参考　合併後の旧比内町議員 円　旧田代町議員 円

報酬または給料月額 
区　分 

大　館　市 

平均給料 平均給料 平均年齢 平均年齢 

341,700円 329,728円 40.3歳 42.7歳 

365,200円 285,008円 48.1歳 49.8歳 

国 

行 政 職  

技能労務職 

議　長 

副議長 

議　員 

市　長 

助　役 

収入役 

428,000円 

389,000円 

371,000円 

922,000円 

731,000円 

676,000円 

期末手当 

６月期 

12月期 

計 

1.60ヵ月分 

1.70ヵ月分 

3.30ヵ月分 

3

職員給与費の状況 
特別職は含みません 

4
　平成 年度の普通会計当初予算における職員給
与費は次のとおりです。

職員の初任給等の状況 
平成 年４月１日現在

5 　職員の初任給の月額及び採用から２年、 年及び 年経過時の
給料月額は次のとおりです。

人件費の状況 2
　平成 年度の普通会計（一般会計＋都市計画会計な
ど）決算における歳出額に占める人件費の割合です。
　人件費には特別職（市長、助役、収入役、議員など）
に支給される給料、報酬を含みます。

人件費を除く歳出 
億 万円（ ％）

給　料
億 万円（ ％）

期末勤勉 
手　　当 

億 万円
（ ％）

人件費 
億 万円
（ ％）

職員手当
億 万円
（ ％）

歳出総額 

億 万円

職員給与総額 

億 万円

採用 年経過後

採用 年経過後

採用２年経過後

初任給

凡　例 

技能労務職 

行政職高卒 

行政職大卒 

（円） 

　期末手当には、下記の月数に職務加算として給
料月額の ％が加算されます。

　職員の平均給料月額、平均年齢は次のとおりです 



広報大館広報大館 2006.3.1広報大館 2006.3.1

期末・勤勉手当 
平成 年４月１日現在

6

期末手当 勤勉手当 

1.40ヵ月分 

1.60ヵ月分 

3.00ヵ月分 

  0.7ヵ月分 

  0.7ヵ月分 

1.40ヵ月分 

６月期 

12月期 

計 

自己都合 定 年 等  

59.28ヵ月分 

21.0ヵ月分 

33.75ヵ月分 

47.5ヵ月分 

252万円 

区　　分 

扶養手当 

 

 

 

 

住居手当 

 

 

通勤手当 

・職員全体に占める支給対象職員の割合 

・支給対象職員１人当たり支給年額 

・手当の種類　賦課徴収手当、社会福祉手当など 

30.1% 

13,000円 

27種類 

内　　容 

配偶者 

配偶者以外の２人目まで（１人につき） 

　　　　（配偶者がない場合、１人目は11,000円） 

その他（１人につき） 

満16歳から22歳までの子の加算 

借家の場合（家賃の額が12,000円を超える場合に限る） 

　　　　 家賃の額に応じて27,000円を限度に支給 

自宅の場合 

（通勤距離が2km以上の職員に限る） 

交通機関利用限度額 

交通用具使用限度額 

 

13,500円   

6,000円   

 

5,000円   

5,000円   

 

   

2,500円（取得後５年間） 

 

55,000円   

24,500円  

59.28ヵ月分 

27.3ヵ月分 

42.12ヵ月分 

59.28ヵ月分 

2,670万円 

最高限度 

勤続20年 

勤続25年 

勤続35年 

１人当たりの平均支給額 

定員の状況 
各年４月１日現在 

11

職員の勤務時間・勤務条件 12

合併後の定員の状況 
平成 年６月 日現在

参考 

平成７年度からの 年間では、一般行政部門において
人の計画減員数に対し、 人の減員数となっています。
　今年度中に合併後５年間の定員管理計画を策定し、より
効率的な組織となるよう努めます。

職員手当の月額 
平成 年４月１日現在

8

特殊勤務手当の状況 
年度普通会計決算

9

支給総額 

83,409,000円 

職員１人当り支給年額 

168,000円 

時間外勤務手当 
年度普通会計決算

10

　支給割合は、国と同率です。また、国と同じく職制
上の段階、職務の級により加算措置を設けています。  

退職手当 7

合併前 合併後 凡　例 
（人） 

人 
人 

人 

人 
人 

人 
人 

公営企業等 
会計部門 

消防部門 

教育行政部門 

一般行政部門 

区　分 

議　会 

総務企画 

税　務 

民　生 

衛　生 

農林水産 

商　工 

土　木 

小　計 

7 

125 

31 

71 

28 

28 

18 

48 

356 

121 

394 

32 

13 

28 

467 

944

7 

125 

30 

70 

26 

27 

18 

48 

351 

118 

384 

32 

13 

27 

456 

925

7 

125 

29 

69 

26 

26 

17 

44 

343 

110 

385 

31 

14 

26 

456 

909

0 

0 

-1 

-1 

0 

-1 

-1 

-4 

-8 

-8 

1 

-1 

1 

-1 

0 

-16

欠員不補充 

社会福祉事業団への派遣終了 

欠員不補充 

秋田県観光課への派遣終了 

欠員不補充、下水道事業の公営 
企業化に伴い減員 

欠員不補充、白沢幼稚園廃園に 
伴う減員 

欠員補充 

欠員不補充 

下水道事業の公営企業化に伴い 
増員 
事務の統廃合により工業用水道 
専任職員廃止 

病　院 

水　道 

下水道 

その他 

小　計 

教育行政部門 

合　計 

職員数（人） 対前年度比較 

H15年 H16年 H17年 増減数 主な理由 

一
般
行
政
部
門 

公
営
企
業
等
会
計
部
門 

退職手当は、退職したときの給料の月額に、退職事
由及び勤続年数による支給割合を乗じた額が、市の加
入している秋田県市町村総合事務組合から支給されて
います。なお、平成 年４月１日現在において下記の
とおりで、国と同率です。

１週間の勤務時間 
１日の勤務時間 
休　　　　　日 

 

休　　　　　暇 
 
 

そ　　の　　他 

年次有給休暇平均取得日数 
平成15年 平成16年 
13.5日 12.8日 

40時間 
8時間（8時30分～17時15分） 
土・日曜日、祝日、年末年始 
年次有給休暇、病気休暇、結婚休暇 
産前産後休暇、子の看護休暇 
忌引休暇、夏期休暇、ボランティア休暇 
介護休暇（無給）など 
育児休業（子が3歳になるまで。無給） 
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介 護 給 付 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
訓練等給付 
 
 
 
 
 
 

自立支援医療 
 
補　装　具 

給付の種類 
・居宅介護 
 
 
・行動援護 
・児童デイサービス 
・短期入所 
 
 
 
 
・外出介護 

・障害者デイサービス 
 
・共同生活援助 
 
 
 
※(旧)更生医療、(旧)育成医療、（旧)精神通院公費 
　の３つが、自立支援医療に一本化されます。 

４月から 
 
・重度訪問介護 
・重度障害者等包括支援 
 
 
 
・共同生活介護 
・施設入所支援 
・療養介護 
・生活介護 
・地域生活支援事業の移動支援 
・地域生活支援事業の 
 地域活動支援センター 
 
・自立訓練 
・就労移行支援 
・就労継続支援 
 
 
・補装具費の支給 

10月から 

現 状 現 状 現 状 現 状 現 状 

３
障
害（
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
）別
々

の
法
律
に
基
づ
い
て
、障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
や
公
費
負
担
医
療
な
ど
を

提
供 

新
規
利
用
者
が
急
増
し
、福
祉

サ
ー
ビ
ス
費
用
が
増
大
す
る
見

込
み 

全
国
共
通
の
ル
ー
ル
が
な
い 

支
給
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
が
不

透
明 

障
害
種
別
ご
と
に
複
雑
な
施
設
・

事
業
体
系 

就
労
を
理
由
と
す
る
施
設
退
所

者
が
少
な
い 

　
各
法
律
を
ま
と
め
て
一
本
化
し
、３
障
害
の
制
度
格
差（
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
格
差
）を
な
く
し
、共
通
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。 

①
３
障
害
の
障
害
者
施
策
を
一
元
化 

　
利
用
者
は
、利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
量
や
所
得
に
応
じ
た
費
用
負
担

と
な
り
ま
す
。 

　
原
則
と
し
て
、利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
量
の
１
割
の
定
率
負
担
で
す
。

通
所
サ
ー
ビ
ス
や
入
所
サ
ー
ビ
ス
で
の
食
費
や
光
熱
水
費
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、低
所
得
者
に
配
慮
し
、所
得
に
応
じ
て
、｢

月
額
負
担

上
限｣

を
設
定
、そ
の
ほ
か
に
も
定
率
負
担
の
個
人
減
免
や
、食
費
・

光
熱
水
費
へ
の
補
足
給
付
な
ど
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。 

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
皆
で
負
担
し
合
う
仕
組
み
の
強
化 

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
給
決
定
の
た
め
の
客
観
的
な
基
準
と
な
る｢

障
害

程
度
区
分｣

を
導
入
し
ま
す
。｢

障
害
程
度
区
分｣

は
、障
害
程
度
と
サ
ー

ビ
ス
内
容
を
適
性
に
判
定
す
る
第
三
者
機
関
で
あ
る 

「
審
査
会｣

で
決
定

さ
れ
ま
す
。 

③
審
査
会
を
設
置
し
、サ
ー
ビ
ス
利
用
の
決
定
な
ど
を
明
確
化
・
透
明
化 

 

　
複
雑
な
施
設
・
事
業
体
系
を
共
通
の
体
系
に
整
理
し
ま
す
。さ
ら
に

｢

地
域
生
活
支
援｣

や｢

就
労
支
援｣

の
た
め
の
事
業
や
重
度
の
障
害

者
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
創
設
し
、利
用
者
の
身
近
な
と
こ
ろ
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

④
利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
体
系
に 

 

　
働
く
意
欲
の
あ
る
障
害
者
が
、も
っ
と
企
業
等
で
働
け
る
よ
う
、

新
た
な
就
労
支
援
事
業
を
創
設
。雇
用
施
策
と
の
連
携
を
強
化
。 

 ⑤
障
害
者
が
も
っ
と
働
け
る
社
会
に 

今
年
４
月
か
ら
「
障
害
者
自
立
支

援
法
」
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

障
害
者
福
祉
制
度
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
３
障
害(

身
体
・
知
的
・

精
神
障
害)

は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
法
律

に
基
づ
い
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」で
は
、
３

障
害
の
施
策
を
一
元
化
し
、
共
通
の

体
系
に
整
理
し
ま
す
。
４
月
か
ら
は
、

障
害
の
種
類
が
異
な
っ
て
も
、
同
じ

制
度
で
同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
現
在
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
か
た
で
、
新
た
に
手
続
き
が
必

要
な
か
た
に
は
、
個
別
に
お
知
ら

せ
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。
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暮らしやすいまちとは一体どんなまちでしょう

か。皆さんの年齢や性別、状況などでいろいろ

なご要望やご意見があると思いますが、私は、

｢職・住・遊・学｣が満足のいく水準でそろってな

ければ暮らしやすいまちとは言えないと考えてい

ます。

市民アンケートでも重要度が高かった、働く

場所の確保。これが｢職｣です。基幹産業である

農業を始め、健康に寄与する産業や環境産業な

ど、まずは働ける場所を確保することが最優先

です。先月には、県から県営工業団地拡張計画

の意向を伺っており、雇用のみならず地域経済

への波及効果など期待は高まる一方です。

豊かな自然に加えて、電気やガス、上下水道

などのライフラインが整備されていなければなり

ません。これが｢住｣です。人と人とのつながり

も重要で、今年の豪雪時には、町内会で一斉に

除雪をした、お年寄りのご家庭の除雪をしたと

いうお話しを伺い、大館って人情味あふれるあ

ったかいまちだなあと改めて感じています。

｢遊｣とは、自由にスポーツなどが出来る施設

や、豊富な地場産品が簡単に手に入るお店のこ

とです。市内で必要な物やサービスが全部手に

入るようになれば、わざわざ遠くまで行かなくて

も済みます。

｢学｣は知識を身に付けられる施設や機会です。

必要な知識を得られる教育機関や、老壮大学の

ような生涯学習の場も大切です。

このほかに、医療と福祉も無くてはならないも

のですし、薬局、はり・きゅうや整体、湯治の

ための温泉も必要です。福祉施設・サービスも

必要不可欠で、挙げると切りがありません。

暮らしやすいまちというのは、これらすべてが

バランス良くそろっているまちです。しかも、必

要なものやサービスを、出来るだけ少ない負担で

整備していく。それが実現出来れば、すばらし

いまちになります。これからも目標実現に向け

て、バランスのとれたまちづくりを進めます。

市長リポート No.276

暮らしやすい

まちづくり

福祉サービス(４月から)福祉サービス(４月から)

自立支援医療(４月から)自立支援医療(４月から)

補装具（ 月から）補装具（ 月から） 

　定率負担(１割)には、所得に応じて月額上限が設定されます。 

※低所得のかたを中心に一定の要件を満たした場合、負担額を軽
減する仕組みがあります。 

※一定の所得がある場合でも、医療上の必要から継続的に相当額の
医療費負担が発生する場合に、負担額を軽減する仕組みがあります。 

福祉サービス 
費用の１割 
（定率負担） 

食費・光熱水費 

（実費負担） 
＋ 

医療費の１割 

（定率負担） 

かかった費用の１割（定率負担） 

入院時（更生医療・育成医療）の 

食費（標準額） 
＋ 

利　用 

指定相談支援事業者 

利用者 

利用者 

支給決定 

Ⅰ Ⅱ 

A

市 

B

※市が相談支援を 
担う場合あり 

複数のサービスを利スを利
用する場合、る場合、サービ
ス利用計画を作成ス利用計画を作成 

複数のサービスを利
用する場合、サービ
ス利用計画を作成 

相談支援事業者 

障害程度区分の一次判定 

市 障害程度区分認定 

障害程度区分の二次判定 

※市が相談支援を 
担う場合あり 

相談支援を受け相談支援を受け
て申請すて申請する場合る場合 
相談支援を受け
て申請する場合 

自分でサ自分でサービスのスの
申請をする場合 
自分でサービスの
申請をする場合 

不
服
不
服
の
場
合
は
審
査
請
求

の
場
合
は
審
査
請
求 

不
服
の
場
合
は
審
査
請
求 

審査会 

県 
不
服
審
査
会 
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私
は
、
一
時
大
館
を
離
れ
、
都
会

で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
数
年
前

に
大
館
に
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
都
会

と
大
館
で
は
、
若
者
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
違
う
こ
と
を
感
じ
な
が

ら
、
現
在
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
、
私
の
母
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
暮
ら
し
と
結
婚
の
相
談
所
」
を

立
ち
上
げ
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
出
会
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー
」
な
ど
を

開
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
そ

の
お
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
結
婚
に
つ
い

て
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
館
と
大
都
会
と
で
は
、
男
女
の

出
会
う
機
会
が
少
な
い
な
ど
、
結
婚

を
取
り
巻
く
環
境
に
大
き
な
違
い
が

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
結
婚
を
望
む
人
が
「
結

婚
」
ま
で
た
ど
り
着
く
に
は
、
も
っ

と
必
要
な
何
か
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、

な
か
な
か
結
婚
に
至
ら
な
い
こ
と
の

問
題
点
は
何
な
の
か
、
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

出
会
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
お
手
伝

い
し
て
み
て
、
も
っ
と
こ
う
し
た
ら

良
い
の
に
と
思
っ
た
こ
と
を
、
私
自

身
が
未
婚
と
い
う
立
場
も
顧
み
ず
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

積
極
的
な
女
性
・
消
極
的
な
男
性

パ
ー
テ
ィ
ー
の
参
加
者
は
男
性
が

圧
倒
的
に
多
く
、女
性
は
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
積
極
的
に
話
し
掛
け
て

い
る
の
は
女
性
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

参
加
者
は
、
全
体
に
お
と
な
し
い

印
象
。
も
う
少
し
、
他
人
よ
り
目
立

つ
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
異
性
に
自
分

を
印
象
付
け
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
に
。

出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
が
非
常
に
少

な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

は
重
要
で
す
。
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン

ス
を
逃
し
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
し

て
、
や
き
も
き
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

理
想
が
高
い
の
か
な

参
加
者
の
大
半
が
、
身
長
や
体

重
、
顔
な
ど
の
容
姿
を
追
求
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
も
っ
と
現
実

に
自
分
の
結
婚
す
る
相
手
と
し
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

表
現
す
る
言
葉
は
悪
い
で
す
が
、

あ
る
意
味
妥
協
し
な
い
と
、
結
婚
に

は
至
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
な
あ
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

好
感
を
得
る
た
め
の
努
力

初
対
面
の
と
き
に
は
、
第
一
印
象

が
最
も
大
事
で
す
。
髪
型
や
化
粧
の

方
法
、
服
装
な
ど
は
、
相
手
に
好
感

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
マ
ナ
ー
と

考
え
て
、
努
力
し
た
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

な
ん
と
か
会
話
が
続
く
よ
う
に
、

知
識
や
経
験
を
総
動
員
し
て
話
題
を

準
備
し
て
お
く
こ
と
も
大
事
で
す
。

楽
し
い
雰
囲
気
を
作
り
ま
し
ょ
う

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
の
場
で
は
、
努

力
し
て
楽
し
い
雰
囲
気
を
作
り
ま
し

ょ
う
。
１
人
だ
け
つ
ま
ら
な
い
様
子

を
見
せ
て
い
て
は
、
周
囲
に
誰
も
来

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
次
回
か

ら
誘
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
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「
結
婚
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
既
婚

者
・
未
婚
者
、
結
婚
年
数
に
よ
っ
て
、

ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

上
に
示
し
た
の
は
、
昨
年
４
月
、

イ
ン
タ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
ド(

株)

が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
全
国
の
10
代
か
ら

60
代
以
上
の
男
女
、
６
、
６
９
３
人

を
対
象
に
行
っ
た
「
結
婚
観
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
一
部
で
す
。

変
わ
っ
て
ゆ
く
結
婚
観

漢
字
１
字
で
結
婚
観
、
結
婚
生
活

を
表
す
と
し
た
ら
と
い
う
設
問
の
回

答
で
す
。未

婚
、
結
婚
を
予
定
し
て
い

る
、
結
婚
５
年
未
満
で
１
位

で
す
。
未
婚
者
は
希
望
と
し
て
、
既

婚
者
は
、
実
感
と
し
て
こ
の
字
を
選

ん
だ
よ
う
で
す
。

結
婚
５
〜
９
年
目
で
１
位
。

結
婚
１
〜
４
年
目
、
10
〜
29

年
目
で
は
２
位
で
、「
一
緒
に
い
て

楽
し
い
」、「
家
族
に
恵
ま
れ
た
」
な

ど
の
コ
メ
ン
ト
が
多
い
よ
う
で
す
。

結
婚
10
年
以
上
の
各
層
と
、

以
前
結
婚
し
て
い
た
人
の
層

で
１
位
。
結
婚
生
活
が
長
い
人
が
選

ん
で
い
ま
す
。「
お
互
い
に
我
慢
す

る
こ
と
が
重
要
」、「
本
音
を
忍
ば
せ

る
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
よ
う

で
す
。未

婚
で
２
位
、
結
婚
を
予
定

し
て
い
る
で
３
位
、
結
婚
５

年
未
満
で
５
位
で
す
。
30
〜
39
年
目

の
層
で
は
、
幸
よ
り
も
上
の
２
位
で

す
。
以
前
結
婚
し
て
い
た
人
の
層
で

も
４
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
愛
が

無
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
」
、
「
家
族

愛
」、「
愛
が
あ
る
か
ら
我
慢
出
来
る
」

な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

幸
か
ら
忍
へ
と
変
わ
る

結
婚
前
は
、「
幸
せ
に
な
る
」
こ

と
を
望
み
、「
結
婚
＝
幸
せ
に
な
る

こ
と
」
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
あ
る
意
味
当
然
の
こ
と
で
し

ょ
う
か
。
い
ざ
結
婚
し
て
、
５
年
経

過
す
る
と
「
楽
」
へ
と
変
わ
り
、
さ

ら
に
５
年
を
経
過
す
る
と
、
そ
の
イ

メ
ー
ジ
の
１
位
は
「
忍
」
へ
と
変
わ

っ
て
い
き
ま
す
。
結
婚
し
て
子
供
が

生
ま
れ
、
家
族
が
増
え
る
こ
と
も
、

変
化
の
要
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
え
ば
結
婚
式
の
ス
ピ
ー
チ

で
も
、「
片
目
を
つ
ぶ
っ
て
」
と
か
、

「
結
婚
は
忍
耐
」
な
ど
と
い
う
言
葉

が
よ
く
登
場
す
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
ね
。
そ
れ
は
実
際
の
結
婚
生
活
が

こ
ん
な
ふ
う
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
か
ら

な
の
で
し
ょ
う
か
。

�あなたは結婚していますか？

【結婚観に関するアンケート】提供：ＤＩＭＳＤＲＩＶＥ（http://www.dims.ne.jp/）

�回答者の内訳（総数6,693人）

�結婚観・結婚生活をイメージする漢字は何ですか？

男 性

女 性

未 婚 結婚を予定している 以前結婚していた

結婚 １～４年目 結婚 ５～９年目 結婚 10～19年目

結婚 20～29年目 結婚 30～39年目 結婚 40年目～

2,440人

4,253人

36％

64％

10代以下

20代

30代

40代

50代

60代以上

90人

1,399人

2,626人

1,729人

634人

215人

1％

21％

39％

26％

9％

3％

１
２
３
４
５

幸
愛
安
楽
共

190
127
116
106
97

１
２
３
４
５

幸
楽
安
共
愛

134
121
79
45
38

１
２
３
４
５

忍
楽
和
幸
愛

88
51
47
45
43

１
２
３
４
５

幸
共
愛
安
楽

13
10
9
7
6

１
２
３
４
５

楽
幸
安
忍
和

111
94
65
65
43

１
２
３
４
５

忍
愛
幸
和
楽

54
23
22
20
16

１
２
３
４
５

忍
苦
耐
愛
和

29
39
16
11
10

１
２
３
４
５

忍
楽
幸
安
耐

172
130
93
89
66

１
２
３
４
５

忍
幸
和
協
諦

15
10
3
2
2

現在結婚している
以前は結婚していた

未婚
結婚が決まっている

67％

2％4％

27％
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こ
れ
ま
で
「
出
会
い
の
パ
ー
テ
ィ

ー
」
を
３
度
開
き
ま
し
た
。
参
加
者

の
延
べ
人
数
は
70
人
を
超
え
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
を
直
接
の

き
っ
か
け
に
お
付
き
合
い
を
始
め
た

と
い
う
報
告
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

後
で
相
談
を
受
け
て
、
な
ん
と
か

お
見
合
い
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
の
が
６

組
、
お
付
き
合
い
ま
で
発
展
し
た
の

が
３
組
と
い
う
の
が
今
の
状
況
で

す
。
早
く
１
組
で
も
ゴ
ー
ル
イ
ン
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

男
と
女
の
違
い

男
性
は
、
比
較
的
真
剣
に
考
え
て

パ
ー
テ
ィ
ー
や
相
談
に
見
え
ま
す
。

夢
や
理
想
で
は
な
く
、
現
実
に
結
婚

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

女
性
の
場
合
は
、「
白
馬
に
乗
っ

た
王
子
様
」
を
探
す
傾
向
が
あ
る
よ

う
で
す
ね
。
も
し
か
す
れ
ば
、
結
婚

し
な
く
て
も
い
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
る
の
か
も
れ
ま
せ
ん
。

跡
取
り
と
い
う
考
え
方
が
、
結
婚
の

障
害
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

若
い
男
女
が
少
な
い
で
す
か
ら
、

ど
ち
ら
も
跡
取
り
と
い
う
ケ
ー
ス
が

自
然
と
増
え
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

長
男
が
結
婚
し
て
家
を
継
ぐ
と
い
う

形
式
が
成
り
立
ち
に
く
く
な
り
ま
す
。

大
館
周
辺
は
、
特
に
跡
取
り
と
か
長

男
と
か
の
こ
だ
わ
り
が
強
い
の
で
、

そ
れ
が
結
婚
の
大
き
な
足
か
せ
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

極
論
す
る
と
、
ど
ち
ら
も
跡
取
り

と
い
う
立
場
か
ら
離
れ
て
、
新
し
い

家
族
を
作
る
と
い
う
の
も
考
え
の
中

に
入
れ
な
い
と
結
婚
出
来
な
い
場
合

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
緒
に
人
生
を
歩
む
人
が
必
要

子
供
を
産
む
こ
と
を
考
え
る
と
、

年
齢
は
気
に
な
り
ま
す
が
、
養
子
を

も
ら
う
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

虐
待
を
受
け
た
子
供
の
ニ
ュ
ー
ス
を

見
る
に
つ
け
、
事
情
が
あ
っ
て
子
供

を
産
め
な
い
け
れ
ど
、
子
供
が
欲
し

い
と
い
う
人
が
育
て
た
方
が
、
ど
ん

な
に
か
良
い
と
思
う
ん
で
す
。

そ
れ
で
も
子
供
は
い
つ
か
巣
立
ち

ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
誰
か
そ
ば
に

い
て
、
暮
ら
せ
る
の
は
寂
し
く
な
く

て
良
い
と
思
い
ま
す
。

仲
人
を
し
て
く
れ
る
人
が
少
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た

男
性
も
女
性
も
結
婚
し
た
い
か
た

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
誰
か
が
応
援

し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

昔
は
仲
人
を
し
て
く
れ
る
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
が
、
今
は
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
近
所
付
き
合
い
、
人

間
の
結
び
付
き
が
希
薄
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

結
婚
を
望
む
人
た
ち
に
エ
ー
ル

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て
、
一

歩
前
に
出
る
こ
と
が
、
結
婚
に
一
歩

近
付
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
信
じ
て
、
ど
ん
な
チ
ャ
ン
ス
も

見
逃
さ
な
い
で
、
頑
張
っ
て
欲
し
い

で
す
ね
。

昨
年
、
湯
瀬
早
百
合
さ
ん
が
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
る
際
に
、
お

手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
結
婚
相
談
」
の
仕
事
は
、
少
子

高
齢
化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
今
の
社
会
に
と
っ
て
大
変
有
意
義

な
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
男
も
女
も
お
互
い
を
理
解
し
て
、

住
み
良
い
社
会
を
作
る
こ
と
を
一
つ

の
目
標
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
立
場
か
ら
、
結
婚
も
ま
た
男
女

が
共
に
幸
せ
に
な
る
た
め
の
も
の
で

あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
で
は
、
長
男
に
嫁
を
も

ら
っ
て
家
を
守
る
と
い
う
考
え
方
が

多
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
悪
い
こ
と

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
結
婚
の

妨
げ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
せ
っ
か
く
結
婚
し
た
の
に
、

親
世
代
と
う
ま
く
い
か
な
く
て
、
若

い
夫
婦
が
、
あ
る
い
は
子
供
を
残
し

て
お
嫁
さ
ん
だ
け
が
家
を
出
る
と
い

う
不
幸
な
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。

大
切
な
家
族
が
い
な
く
な
る
と
、

お
互
い
の
あ
り
が
た
み
は
身
に
染
み

て
よ
く
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
失
っ

た
宝
物
の
大
き
さ
が
分
か
っ
た
と
き

に
は
修
復
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

結
婚
は
、
当
人
同
士
の
問
題
で
す
。

し
か
し
、
家
を
継
ぐ
こ
と
や
親
の
問

題
で
、
結
婚
に
至
ら
な
い
か
た
も
た

く
さ
ん
い
る
よ
う
で
す
。
若
い
世
代

を
見
守
る
親
世
代
も
考
え
方
を
新
た

に
し
て
、
応
援
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

湯瀬早百合さん
特定営利活動法人
「早麻ライフサポートセンター」代表

袴田清枝さん（右）
秋田県北部男女共同参画センター
主任コーディネーター

結
婚
し
た
い
人
を
応
援
す
る
た
め
に
結
婚
相
談
所
を
始
め
た
湯
瀬
早
百
合
さ
ん

か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
リ
ポ
ー
タ
ー
の
お
母
さ
ん
で
も
あ
る
の
で
、
出
来

る
だ
け
客
観
的
な
内
容
に
な
る
よ
う
に
心
掛
け
、
こ
の
部
分
の
取
材
は
、
広

報
担
当
者
が
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
県
北
部
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
か

た
か
ら
の
お
話
も
合
わ
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

跡
取
り
・
長
男
と
い
う
重
荷
を
取
り
除
い
て
あ
げ
た
い
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デ
リ
ケ
ー
ト
な
テ
ー
マ
で
、

難
し
い
取
材
で
し
た

結
婚
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
も
深
く
関
係
す
る
デ
リ
ケ
ー
ト
な

問
題
な
の
で
、
取
材
は
な
か
な
か
難

し
い
も
の
で
し
た
。
本
当
は
、
男
性

や
結
婚
前
の
カ
ッ
プ
ル
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
か
た
の
お
話
を
紙
面
に
登
場

さ
せ
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
思
う
よ

う
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
バ
ラ

ン
ス
を
欠
い
た
部
分
も
あ
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

私
自
身
の
驚
き

取
材
を
終
え
て
、
私
は
意
外
な
感

想
を
抱
き
ま
し
た
。
一
番
身
近
に
い

る
母
の
話
さ
え
新
鮮
な
も
の
で
し
た
。

男
性
の
方
が
真
面
目
に
「
結
婚
し
て

家
庭
を
築
き
た
い
」
と
考
え
て
相
談

さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
驚
き
で
す
。

男
性
は
、
容
姿
を
第
一
に
考
え
て
い

て
女
性
を
選
ん
で
い
る
と
い
う
の
が

私
の
認
識
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
も
し

か
す
れ
ば
、
私
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

が
、
そ
う
感
じ
さ
せ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
結
婚
は
当
人
同
士
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
実
感

し
ま
し
た
。
両
家
の
家
族
や
、
地
域

社
会
の
構
造
も
ま
た
結
婚
す
る
こ
と

に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
。
親
の
世

代
や
、
社
会
が
結
婚
す
る
人
た
ち
を

後
押
し
し
て
あ
げ
ら
れ
る
な
ら
、
も

っ
と
結
婚
す
る
カ
ッ
プ
ル
は
増
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

親
の
愛
と
夫
婦
の
愛

Ｈ
さ
ん
の
お
話
に
、
夫
婦
で
あ
っ

て
も
言
葉
に
し
て
話
す
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
し
、
納
得
し
ま
し
た
。

「
親
し
き
中
に
も
礼
儀
あ
り
」
を
座

右
の
銘
と
し
て
進
め
ば
、
夫
婦
関
係

も
う
ま
く
い
く
ん
で
す
ね
。

ま
た
、
結
婚
し
て
独
立
し
た
息
子

さ
ん
に
対
す
る
深
い
愛
情
も
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
夫
婦
間
と
は
違
っ
て
、

相
手
か
ら
何
も
返
っ
て
来
な
く
て
も

注
ぎ
込
め
る
の
が
親
の
愛
情
と
い
う

も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に

望
む
人
が
み
ん
な
結
婚
出
来
て
、

幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
は
と
て
も
難
し

い
こ
と
で
し
ょ
う
。
結
婚
し
た
い
人

を
少
し
で
も
社
会
全
体
で
応
援
す
る

こ
と
が
出
来
た
ら
い
い
で
す
ね
。

私
自
身
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
自

分
の
価
値
観
の
殻
を
破
ら
な
い
と
、

相
手
の
こ
と
、
自
身
の
至
ら
な
い
問

題
点
が
見
え
て
来
な
い
ん
だ
な
あ
と

感
じ
ま
し
た
。
今
よ
り
も
少
し
で
も

魅
力
あ
る
人
間
に
な
る
よ
う
に
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
結
婚
へ
の
可
能
性
が
開
け
て
来

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

結婚して、30年近くになります。
主人とは一回り歳が違いますが、
結婚って、まるで宝くじみたいな
ものだなと感じます。
仕事の都合で、結婚してすぐに

大館に来たから、言葉も分かりま
せんでした。以来、大館の人たち
には良くしてもらって、血縁はな
いんですが、大館に居着いてしま
いました。
我慢強い夫に感謝しています

30年も夫婦でいられたのは、う
ちの人が我慢してくれているから
ですね(キッパリ)。男は我慢だね、
偉いなあと思いますよ。だから、
「ありがとう」と「ごめんなさい」を
声に出して言うようにしています。
一番大事なのは家族です
寂しがりやの私に幸せを与えて

くれる家族は、私の宝物です。
先日、孫が生まれて、お嫁さん

の実家でお祝いをしたんです。私
が育てた息子がお嫁さんをもらっ
て、孫が生まれた。私の子育てが
大成功だったということでもあり
ますから、ものすごく幸せを感じ
ました。
俺の嫁さんを大事にしてくれよ
結婚式のときに息子に言われま

した。「俺の嫁さんを大事にしてく
れないと、お母さんたちのことも
大事にしないぞ」って。他人にこ
んなことを言われたら腹が立つけ
れど、息子に言われても平気なも
んです。
血のつながりはものすごく強い

けど、夫婦のつながりは弱いもの
です。もし同居していたら、常に
奥さんの味方をしてあげなきゃあ。
夫が大事にしてくれているかどう
か、奥さんは敏感に感じているは
ずです。

一番は、「愛するお嫁さん」
私は、独身の男の子から結婚の

相談を受けるとこう聞くんです。
結婚したい彼女が２人で暮らした
いって言ったら、「お母さん、１人
で暮らしてくれ」って言えるかい。
言えるようじゃないと、結婚して
も幸せになれないと思うんです。
親の愛は無償です
あなたを一番愛しているのは、

間違いなく母親です。でもあなた
が一番愛しているのは奥さん、恋
人です。いつの時代でも同じ、親
の愛は無償のものです。だから、
親を捨てたなんて思う必要はない
し、絶対に縁なんか切れない。
女性は、お嫁に来るときには親

と離れるんだから、男性にも「親
を捨ててでもこの人と家族になる」
という気持ちが必要だと思うんで
す。

私の身近に、とてもすてきなご夫婦がいらっしゃいま
した。円満な夫婦生活の秘けつと、結婚したいかたへ
の伝えたいことを伺ってみました。

※匿名で登場いただきました。ご了承ください。

結婚30年目の奥様から聞きました

愛するお嫁さんが
一番じゃないと結婚できない

市内在住のHさん
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夕
暮
れ
が
遅
く
な
り
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
日
が
長

く
な
っ
て
き
た
の
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
（
朝
も
早
く
な
っ
て
い
る
は
ず
で

す
が
、
早
起
き
が
ど
う
も
…
）、
ま
だ
ま
だ
寒
い

日
が
続
い
て
い
ま
す
。
大
館
ア
メ
ッ
コ
市
の
二
日

目
の
夜
、
田
代
地
域
谷
地
の
平
地
区
で
、
雪
祭
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

谷
地
の
平
地
区
は
戸
数
約
３
７
０
戸
。
こ
の
地

区
に
は
、
い
わ
ゆ
る
長
男
や
跡
継
ぎ
と
言
わ
れ

る
か
た
で
は
な
く
、
次
男
や
三
男
の
世
帯
が
多
い
と
の

こ
と
。
田
代
地
域
で
は
、
比
較
的
新
し
い
地
区
と
言

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

雪
祭
り
の
会
場
は
、
谷
地
の
平
分
館
前
の
駐
車

場
広
場
。
谷
地
の
平
分
館
は
、
平
成
12
年

２
月
に
完
成
し
築
６
年
で
す
が
、
建
っ
て
間
も

な
い
み
た
い
に
外
観
、
内
部
と
も
と
て
も
き
れ

い
！

地
区
の
皆
さ
ん
に
大
切
に
使
わ
れ
て
い

る
の
が
分
か
り
ま
す
。
雪
祭
り
は
、
地
区
の

“翔
し
ょ
う
の
会
”
が
主
催
し
て
行
っ
て
い
る
行
事
。
谷

地
の
平
地
区
の
こ
と
や
雪
祭
り
に
つ
い
て
、
翔
の

会
の
会
長
佐
々
木
鉄
美
さ
ん
（
谷
地
の
平
西
）
か

ら
、
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

翔
の
会
は
、
地
区
の
子
供
会
で
集
ま
っ
た
親
の

Ｏ
Ｂ
が
５
年
ほ
ど
前
に
立
ち
上
げ
た
組

織
。
そ
れ
だ
け
に
気
心
が
知
れ
、
結
束
力
と

行
動
力
が
自
慢
！
　
雪
祭
り
は
、
地
区
活

性
化
の
た
め
に
と
始
め
ら
れ
、
５
回
目
と

言
い
ま
す
か
ら
、
翔
の
会
の
発
足
と
ほ

ぼ
同
時
期
。
今
回
も
雪
集
め
な
ど
か
な

り
前
か
ら
準
備
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

重
機
を
使
っ
て
の
作
業
な
ど
、
力
の
入
れ

よ
う
は
、
半
端
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
か
ま

く
ら
が
４
個
、
一
番
奥
に
は
お
宮
が
作
ら
れ
、

そ
の
土
台
部
分
や
通
路
に
は
、
雪
を
く
り
抜
い
て

作
っ
た
、
た
く
さ
ん
の
雪
灯
籠

と
う
ろ
う

。
ま
さ
に
雪
の
彫
像
と

言
っ
て
良
い
ほ
ど
の
出
来
栄
え
で
す
が
、「
今
夜
中
に
か
ま
く
ら
だ

け
は
壊
し
て
し
ま
う
ん
だ
。
か
ま
く
ら
が
つ
ぶ
れ
て
、
子
供
た

ち
に
事
故
が
起
き
て
は
大
変
だ
か
ら
」。
ン
ー
も
っ
た
い
な
い
。

で
も
四
六
時
中
監
視
し
て
い
る
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
も
の

ネ
。
子
供
会
の
Ｏ
Ｂ
だ
け
に
、
子
供
た
ち
に
対
す
る
配
慮
は

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
ま
く
ら
遊
び
に
飽
き
足

ら
な
い
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
分
館
の
屋
根
に
ま
で
達
す

る
大
き
な
雪
の
山
も
ド
カ
ン
と
用
意
。
そ
の
か
な
り
の
急

斜
面
を
子
供
た
ち
は
ソ
リ
で
滑
っ
て
は
ま
た
登
り
、
と
っ

R

R

R

☆ 
大
館
市
役
所 

比
内
総
合
支
所 

田
代
総
合
支
所 

R

R

R

☆ 

９ 

☆今回訪ねたのは 

Ｈ18. 2.12取材

　　「谷地の平地区」 
や　ち ひら 

丁寧に作られたかまくらとお 
宮。ろうそくの明かりが幻想 
的。カラーでお見せできない 
のが残念Y

当日の日中は、最後の仕上げ。

「例年は２月２週目の日曜日に 
　やっているけど別の行事と重 
　なったため、今日になったん 
　です」と佐々木会長。 

屋根まで
達する雪

の山！ 

子供たち
は思い思

いの格好
で 

滑り下り
てきます

。 
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て
も
楽
し
そ
う
。

大
は
し
ゃ
ぎ
の
男
の
子
４
人
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
！

高
橋
裕
斗

ゆ
う
と

く
ん
（
山
瀬

小
６
年
・
谷
地
の
平
西
）
は
、
野
球
部
で

セ
カ
ン
ド
。
将
来
は
プ
ロ
野
球
選
手
が

夢
！

頑
張
っ
て
ね
。
三
浦
春
樹
く
ん

（
山
瀬
小
５
年
・
谷
地
の
平
西
）
は
、
音
楽

部
で
受
け
持
ち
は
太
鼓
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
も
好

き
で
す
。
吉
田
裕ゆ

う

貴き

く
ん
（
山
瀬
小
５
年
・

谷
地
の
平
東
）
は
、
野
球
部
で
フ
ァ
ー
ス
ト
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
も
得
意
。
一
番
小

さ
な
高
坂
悠ゆ

う

馬ま

く
ん
（
山
瀬
小
３
年
・
谷
地
の

平
東
）
は
、
３
年
な
が
ら
野
球
部
に
入
っ
て
い

て
、
セ
ン
ス
が
抜
群
。
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
な
る
の
が

目
標
。
裕
貴
く
ん
は
、
何
度
も
一
緒
に
滑
ろ
う
と
誘

っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
ゴ
メ
ン
ね
。
お
じ
さ
ん
に
は
ち

ょ
っ
と
無
理
で
す
。
妻
も
子
も
お
り
…
。

か
ま
く
ら
の
中
で
、
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い

る
の
は
、
松
田
魁
大

か
い
と

く
ん
（
田
代
保
育

園
・
谷
地
の
平
東
）
と
翔
大

し
ょ
う
と

く
ん
（
田
代
保

育
園)

と
健
大

け
ん
と

く
ん
（
１
歳
半
）。
そ
し
て
お

母
さ
ん
の
由
起
子
さ
ん
。
魁
大
く
ん
と
翔
大

く
ん
は
、
「
保
育
園
は
楽
し
い
よ
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
１
歳
半
の

健
大
く
ん
は
、
つ
ぶ
ら
な
瞳

で
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
ま

す
。
翔
大
く
ん
は
、
「
お
母

さ
ん
が
作
る
焼
き
そ
ば
が
好

き
！

へ
ん
な
お
じ
さ
ん
！
」。

ア
レ
レ
、
な
ん
か
前
に
も
聞
い

た
よ
う
な
ご
あ
い
さ
つ
。

雪
の
降
り
止
ま
ぬ
寒
い
夜
で
し
た
が
、

テ
ン
ト
の
中
は
、
翔
の
会
の
メ
ン

バ
ー
が
作
る
焼
き
鳥
や
豚
汁
で
寒
さ
も
な

ん
の
そ
の
。
白
い
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
リ
ン
ク

（
濁
り
酒
）
も
拍
車
を
駆
け
て
い
る
よ
う

な
…
。
取
材
の
最
後
に
メ
ン
バ
ー
全
員
の

写
真
を
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ま
り

の
降
雪
で
写
真
が
撮
れ
な
か
っ
た
の
が
残

念
！

人
口
減
少
な
ど
で
、
町
内
の
行

事
が
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
話
な
ど
を
聞

き
ま
す
が
、
こ
こ
谷
地
の
平
地
区
に
は
全

く
無
縁
の
こ
と
。
何
と
も
う
ら
や
ま
し
い

で
す
ネ
ー
。

で
は
、
次
回
も
あ
っ
て
グ
ッ
ド
！

（H18.2.1現在） 

これまでの 
登場者数 130人 

84,465人 

寒さもなんのその“谷地の平っ子”たち。
左から、三浦春樹くん、高坂悠馬くん、

高橋裕斗くん、吉田裕貴くん。

「家の中では 　とってもわんぱく 　　　　なんですよ」 　と由起子さん。 

辺りが暗くなるにつれ、メンバーの方々が増え、
宴もタケノコ…？　じゃなくて、たけなわY

焼き鳥、おいしそうでしょう？

“白いスペシャル
ドリンク”

良い子の飲み物で
はありません。
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フォトニュース フォトニュース フォトニュース 
PHOTO NEWS

このコーナーでは、市内各地で行われるイベント
や市民の活動をご紹介します。皆さんの身近で行わ
れる楽しい催しなどありましたら、総務課広報広聴
係（149－3111内線258）までお知らせください。

花岡の歴史を学ぶカルタ大会
花岡地区新春カルタ大会(１月26日)

花岡地区の「幼小交流新春カルタ大会」が鳥潟会
館で開かれました。このカルタは、同地区の歴史を
つづったもので、カルタを通して郷土の歴史を学ぶ
ことが出来ます。今回は、花岡小学校１年生が23人
と花岡幼稚園の11人が参加して、１枚の札をめぐる
熱戦を展開。見事に今年の優勝者となったのは阿部
希姫さん（花岡小１年）でした。

比
内
と
り
の
市
で
結
婚
式

比
内
と
り
の
市(

１
月
29
日
）

合
併
後
初
の
開
催
と
な
っ
た
比
内
と
り
の
市
。
雪
の
神
殿
で

結
婚
式
を
挙
げ
た
の
は
畠
山
学
さ
ん
、
元
子
さ
ん
ご
夫
婦
（
比

内
町
独
鈷
）。
入
籍
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
今
年
、
大
勢
の

来
場
者
か
ら
祝
福
の
拍
手
を
受
け
て
、
思
い
出
深
い
結
婚
式
と

な
り
ま
し
た
。

「
田
代
ふ
る
さ
と
」
が

全
県
綱
引
大
会
連
覇

第
25
回
県
綱
引
選
手
権
大
会

(

１
月
29
日
）

全
県
綱
引
選
手
権
大
会
男
子
１

部
に
出
場
し
た「
田
代
ふ
る
さ
と
」

が
、
２
年
連
続
３
回
目
の
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。
３
月
19
日
、
千
葉

ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ(

千
葉
市)

で
開

か
れ
る
全
日
本
綱
引
選
手
権
大
会

へ
向
け
て
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
る
と
か
。
全
国
大

会
で
も
実
力
を
発
揮
し
て
、
活
躍

し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

市内各地で合同年祝いが行われました
合同年祝い会(２月１日）

人生の節目として、厄年の災いを払う「合同年祝い会」
が、市内各地で行われました。この日は、雪の舞う寒い一
日となりましたが、各会場には礼服やスーツに身を包んだ
男性、和服姿の女性たちが一堂に会し、お互いの人生の節
目を祝い合いました。

大館地区の合同年祝い会大館地区の合同年祝い会（秋北ホテル）秋北ホテル） 大館地区の合同年祝い会（秋北ホテル） 



小
学
生
雪
合
戦
大
会
が
、
大

館
樹
海
ド
ー
ム
の
敷
地
内
で
開

か
れ
、
時
折
ふ
ぶ
く
厳
し
い
天

候
の
中
、
熱
い
戦
い
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
雪
球
が
飛
び
交
う

中
、
相
手
の
フ
ラ
ッ
グ
を
奪
取

し
よ
う
と
果
敢
に
走
る
選
手
た

ち
に
、
大
き
な
声
援
が
飛
ん
で

い
ま
し
た
。

寒さを吹き飛ばすスノーバトル
第８回秋田県小学生雪合戦大会(２月12日）

田
代
体
育
館
（
グ
リ
ア
ス
田
代
）
を

会
場
に
「
ス
ポ
・
レ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
分
館
単
位

で
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
約
４
０
０
人
が

誰
で
も
出
来
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

みんなで楽しくレクリエーション
グリアス　スポ・レクフェスティバル(２月５日）
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（２月11日～12日）

五ご

穀
こ
く

豊
穣

ほ
う
じ
ょ
う

を
願
っ
て

雪
中
田
植
え
比内町中野の高齢者センターで「高齢者センター
まつり」が開かれました。最初に行われた雪中田植
えでは、菅笠にケラを着用した山畠庄造さんと立石
一さんが、雪の田んぼに豆と稲を植え、みんなで豊
作を祈りました。

雪中田植え(２月11日）

福
を
呼
ぶ
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た

大館八幡神社では、大館八幡会の会員と今年42歳
の厄払いを終えた男性が、「福は内、福は内」の掛け
声で豆をまき、隣接する八幡幼稚園の園児192人が、
歓声を上げて縁起の良い豆を拾い集めていました。
この日は田代地域の出口稲荷神社でも豆まきが行
われました。太鼓の合図で豆まきが始まると、境内
に集まった田代保育園の園児や付近住民など約150人
が、元気な歓声を上げていました。

大館八幡神社大館八幡神社 

出口稲荷神社 

大館八幡神社 

大館八幡神社 

出口稲荷神社出口稲荷神社 出口稲荷神社 

秋田犬パレード 

イチゴアメっておいしいね。 

白ひげ大神巡行白ひげ大神巡行 白ひげ大神巡行 

秋田犬パレード 

イチゴアメっておいしいね。イチゴアメっておいしいね。 

白ひげ大神巡行 

イチゴアメっておいしいね。 

秋田犬パレード秋田犬パレード 

イチゴアメっておいしいね。 

白ひげ大神巡行 

秋田犬パレード 

スマイルボウリングスマイルボウリング スマイルボウリング 

(

２
月
３
日
）



市
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
健
康

維
持
と
病
気
の
早

期
発
見
を
目
的
に
、

総
合
健
診
（
人
間

ド
ッ
ク)

を
行
い
ま
す
。

対
　
象

40
歳
以
上
の
市
民
（
職
場
な
ど
で

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
か
た
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
）

健
診
項
目

基
本
健
診
、
胃
が
ん
検
診
、
大
腸

が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、
子
宮

が
ん
検
診

※
秋
田
労
災
病
院
で
は
子
宮
が
ん
検

診
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
乳
が
ん
検

診
は
別
料
金
で
の
実
施
で
す
。

健
診
実
施
期
間

５
月
１
日(

月)

〜
11
月
30
日(

木)

※
秋
田
県
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
の
受

診
日
は
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
で
、
１
人
に
付
き
１

枚
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

◎
往
復
は
が
き
の
書
き
方

往
信
用
は
が
き
の
裏
に
、
①
郵
便

番
号
②
住
所
③
氏
名
④
性
別
⑤
生

年
月
日
⑥
電
話
番
号
（
日
中
に
連

絡
可
能
な
番
号
）
⑦
希
望
す
る
健

診
機
関
（
第
３
希
望
ま
で
）
⑧
市

立
総
合
病
院
の
希
望
者
は
「
日
帰

り
」
か
「
一
泊
二
日
」
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。
返
信
用
は
が
き
の

表
に
は
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏

名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先

〒
０
１
７
―
０
８
９
７

大
館
市
字
三
の
丸
55
番
地

保
健
セ
ン
タ
ー「
人
間
ド
ッ
ク
」係

申
込
期
間

３
月
10
日(
金)
〜
４
月
６
日(

木)

当
日
消
印
有
効

受
診
者
の
決
定

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
公
開
抽

選
で
受
診
者
を
決
定
し
ま
す
。

〇
抽
選
日
時
・
４
月
11
日(

火)
10
時

〇
抽
選
場
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー

受
診
の
手
続
き

受
診
が
決
ま
っ
た
か
た
に
は
、
事

前
に
受
診
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
そ
の
際
に
、
表
中
の

「
市
に
納
め
る
金
額
」
を
お
納
め

く
だ
さ
い
。

〇
手
続
き
日

４
月
19
日(

水)

、
20
日(

木)

〇
手
続
き
場
所
・
中
央
公
民
館

※
受
診
の
可
否
や
手
続
き
方
法
な
ど

は
、
応
募
者
全
員
に
返
信
用
は
が

き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

1
42
―
９
０
５
５

申
・
問

市
役
所

市
役
所 

1
　
―
３
１
１
１
　
比
内
総
合
支
所

３
１
１
１
　
比
内
総
合
支
所 

1
　
―
１
１
１
１
　
田
代
総
合
支
所

１
１
１
１
　
田
代
総
合
支
所 

1
　
―
３
３
１
１

３
３
１
１ 

市
役
所 

1
　
―
３
１
１
１
　
比
内
総
合
支
所 

1
　
―
１
１
１
１
　
田
代
総
合
支
所 

1
　
―
３
３
１
１ 

広報大館広報大館 2006.3.1広報大館 2006.3.1

50 ０１７ ０８９７ 

大
館
市
字
三
の
丸
55
番
地 

大
館
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
「
人
間
ド
ッ
ク
」
係 

何も書かないでください 

50

①　郵便番号 
②　住所 
③　氏名 
④　性別 
⑤　生年月日 
⑥　電話番号 
⑦　・第一希望の健診機関 
　　・第二希望の健診機関 
　　・第三希望の健診機関 

※各健診機関とも全項目を受診した場合の料金です。 
　｢健診機関に納める金額｣は前年のものですので、 
　一部変更になる場合があります。正式な金額は受診 
　手続きの際にお知らせします。 

3,600 
 
 

3,600 
 

5,400 

3,600 

5,400 

3,600 

5,400 

3,600 

5,400 

3,600 

5,400

22,700 
 
 

15,350 
 

14,645 

24,000 

24,900 

47,900 

56,750 

23,645 

27,560 

22,500 

21,123

11,700 
 
 

4,350 
 

3,645 

13,000 

13,900 

17,900 

26,750 

12,645 

16,560 

11,500 

10,123

30人 

320人 

 
48人 

136人 

30人 

30人 

80人 

男・女 

男 

女 

男 

女 

男 

女 

男 

女 

男 

女 

秋田労災病院 
（日帰り） 

北秋中央病院 
（日帰り：北秋田市） 

健診自己負担金（円） 

健診機関に 
納める金額 
（参考料金） 

市　に 
納める 
金　額 

国　保 
加入者 

社　保 
加入者 

募集 
人数 

性別 健 診 機 関 

秋田県総合 
保健センター 
（日帰り：秋田市） 
※バス送迎あり 

市立総合病院 
（一泊二日） 

市立総合病院 
（日帰り） 

市立扇田病院 
（日帰り） 

返信用はがき 
（裏） 

往信用はがき 
（表） 

返信用はがき 
（表） 

往信用はがき 
（裏） 

（ご自分の） 

②
　
住
所 

③
　
氏
名 

①　郵便番号 ①　郵便番号 

 往復はがきの書き方 健診実施機関と健診自己負担金 



著 者 図 書 名 
平成マシンガンズ 
社会人のオキテ 
仏教のこころ 
語られなかった皇族たちの真実 
シーボルト日記 
ローマのおさんぽ 
国家の品格 
人は見た目が９割 
子どもを伸ばす毎日のルール 
秋田むがしこ 
ほらほらあれ 
まちづくりと景観 
和服のリフォーム全書 
ちりめんのつり飾りとお雛様 
砂　漠 
巨大投資銀行 
狐官女 
わくらば日記 
蝶のゆくえ 
おらんくの池 
風の本 
ひとりぼっちの思春期 
気になる、あいつ 
アンパンマンとらーめんてんし 
ゆきだるまはよるがすき！ 
はさみみうさぎ 

三　並　　　夏 
大　条　充　能 
五　木　寛　之 
竹　田　恒　泰 
シ ー ボ ル ト 
竹　　書　　房 
藤　原　正　彦 
竹　内　一　郎 
辰　巳　　　渚 
今　村　義　孝 
大　友　英　一 
田　村　　　明 
ブティック社 
弓　岡　勝　美 
伊　坂　幸太郎 
黒　木　　　亮 
沢　田　ふじこ 
朱　川　湊　人 
橋　本　　　治 
山　本　一　力 
ドナルド・グラント 
荻　原　葉　子 
岡　　　信　子 
やなせ　たかし 
キャラリン・ビーナー 
ママダ　ミネコ 

新

着

一

般

書

 

新
着
児
童
書 
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□
保
健
セ
ン
タ
ー 

牲 

42
―

９
０
５
５ 

問 

お
子
さ
ん
の
予
防

接
種
は
お
済
み
で
し

ょ
う
か
。

予
防
接
種
率
の
向

上
を
目
的
に
、
日
本

医
師
会
及
び
日
本
小

児
科
医
会
の
主
催
に

よ
り
「
子
ど
も
の
予
防
接
種
週
間
」

と
し
て
、
３
月
１
日
か
ら
３
月
７
日

ま
で
の
平
日
の
夜
間
と
土
・
日
曜
日

に
、
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

通
常
の
診
療
時
間
内
で
は
、
お
子

さ
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
に
く
い
か

た
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
予
防
接
種

を
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
、
４
月
１
日
か
ら
現
在
の
麻

し
ん
、
風
し
ん
予
防
接
種
が
「
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
」
を
２
回

接
種(

１
歳
以
上
２
歳
未
満
と
、
小

学
校
就
学
前
１
年
間
の
２
回)

す
る

方
法
に
変
わ
り
ま
す
。

対
象
年
齢
外
の
か
た
、「
麻
し
ん
」

か
「
風
し
ん
」
の
ど
ち
ら
か
の
予
防

接
種
を
受
け
た
か
た
、
ま
た
は
ど
ち

ら
か
に
か
か
っ
た
か
た
は
、
接
種
出

来
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
接
種
が
済

ん
で
い
な
い
か
た
は
、
早
め
に
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
千
田
」

以
外
の
医
療
機
関
は
、
事
前
に
予

約
が
必
要
で
す
。

※
診
療
開
始
時
間
及
び
診
療
終
了
時

間
は
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、
各
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
対
象
年

齢
の
か
た
は
無
料
で
接
種
出
来
ま

す
。

対
象
年
齢

・
三
種
混
合(

生
後
３
〜
90
か
月
未
満)

・
麻
し
ん(

生
後
12
〜
90
か
月
未
満)

・
風
し
ん(

生
後
12
〜
90
か
月
未
満)

●中央図書館 牲42－2525
開　館　時　間・９時30分～17時15分
３月の休館日・12日(日)・21日(火)・23日(木)

３月のテーマ図書・『旅立つあなたに』
母と子の絵本を楽しむ会・３日(金) 10時30分

17日(金) 10時30分

●比内図書館 牲55－1263
開 館 時 間 ９時～17時
３月の休館日 ６日(月)・13日(月)・20日(月)・21日(火)・27日(月)

●田代図書館 牲54－6917
開 館 時 間 平日９時～19時　土・日９時～17時
３月の休館日 ６日(月)・13日(月)・20日(月)・21日(火)・27日(月)

今月のオススメY 『幸せを呼ぶ孤独力』
斎藤　茂太（さいとう　しげた）

ひとりぼっちは「自分づくりの時間」。孤独力をバネ
にして成功する習慣を紹介。

●花矢図書館 牲46－1557
開 館 時 間 平日９時～17時　土曜日９時～12時
３月の休館日 ５日(日)・12日(日)・19日(日)・21日(火)・26日(日)

実施医療機関 

石　　塚　　医　　院　42－2020 

石　　田　　病　　院　42－2305 

石 田 内 科 医 院　44－6550 

石母田耳鼻咽喉科医院　43－0918 

梅内小児科クリニック　49－2640 

く ど う小児科医院　43－4378 

小松内科胃腸科医院　42－1211 

根 田 内 科 医 院　43－1222 

佐 々 木小児科医院　42－0433 

佐 々 木 内 科 医 院　43－2705 

常　　盤　　医　　院　42－0624 

ファミリークリニック千田　55－2662 

丸 屋 ク リ ニ ッ ク　42－6565

１日 
(水)

２日 
(木)

３日 
(金)

４日 
(土)

18時～20時 

６日 
(月)

７日 
(火)

18時～20時 午前 17時まで 

５日 
(日)

午前 17時まで 
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お知らせ 市 役 所
牲49－３１１１

労
働
基
準
監
督

官
に
ふ
さ
わ
し
い

人
材
を
募
集
し
ま

す
。

受
験
資
格

・
昭
和
52
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た

・
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
か
た
で
次
に
該
当
す
る
か

た
①
大
学
を
卒
業
し
た
か
た
及
び
平

成
19
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒
業

見
込
み
の
か
た

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
か
た

試
験
日
・
６
月
11
日(

日)

と
こ
ろ
・
秋
田
大
学(

秋
田
市)

申
し
込
み
期
間

４
月
３
日(

月)

〜
14
日(

金)

大
館
労
働
基
準
監
督
署

1
42
―
４
０
３
３

国
家
公
務
員
採
用
試
験(

大
学

卒
業
程
度)

を
実
施
し
ま
す
。

!
種
試
験

試
験
日
・
４
月
30
日(

日)

申
し
込
み
期
間

４
月
３
日(

月)

〜
10
日(

月)

@
種
試
験

試
験
日
・
６
月
18
日(

日)

申
し
込
み
期
間

４
月
14
日(

金)

〜
25
日(

火)

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課
試

験
係

1
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo

/saiyo.htm

秋
田
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学

校
で
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
職
業

能
力
開
発
施
設
と
し
て
、
教
育
訓

練
・
研
究
の
内
容
、
及
び
学
生
の

技
能
・
技
術
修
得
の
成
果
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
研
究
発

表
会
・
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

研
究
発
表
会

と
　
き
・
３
月
10
日(

金)

・
職
員
の
部
・
10
時
〜
12
時
30
分

・
学
生
の
部
・
13
時
30
分
〜
15
時

卒
業
制
作
作
品
展

と
　
き

３
月
10
日(

金)

、
11
日(

土)

10
時
〜
16
時

と
こ
ろ

秋
田
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

秋
田
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

1
42
―
５
７
０
０

県
で
実
施
し
て
い
る
「
環
境
あ

き
た
県
民
塾
」
な
ど
に
つ
い
て
紹

介
す
る
ほ
か
、
淑
徳
大
学
教
授
の

北
野
大
ま
さ
る

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

「
地
球
環
境
を
救
う
新
し
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
へ
」
と
題
し
た
講
演

を
行
い
ま
す
。

と
　
き

３
月
18
日(

土)

13
時
30
分
〜
16
時

と
こ
ろ
・
秋
田
市
文
化
会
館

入
場
料
・
無
料(

先
着
４
０
０
人)

県
環
境
あ
き
た
創
造
課

1
０
１
８
―
８
６
０
―
１
５
７
４

「
若
年
者
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
北
部
サ

テ
ラ
イ
ト
」
で

は
、
30
歳
代
中

頃
ま
で
の
若
者

の
就
職
相
談
に

応
じ
て
い
ま

す
。
就
職
に
関
す
る
悩
み
を
お
持

ち
の
か
た
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
職
業
適
性
診
断

シ
ス
テ
ム
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
業
務

・
自
己
分
析

・
求
職
目
標
の
設
定

・
応
募
書
類
の
作
成

・
新
た
な
職
場
へ
の
定
着

開
館
時
間
・
10
時
〜
19
時

休
業
日

日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日
〜

１
月
３
日

と
こ
ろ

い
と
く
大
館
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
３
階(

御
成
町
３
丁
目)

若
年
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ

ー
北
部
サ
テ
ラ
イ
ト

1
44
―
５
１
０
０

県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

福
祉
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
相
談
に

応
じ
、
困
り
ご
と
な
ど
の
解
決
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

・
高
齢
の
か
た
の
生
活
や
福
祉
の

こ
と

・
身
体
、
知
的
、
精
神
の
障
害
の

こ
と

・
子
供
の
し
つ
け
や
発
達
の
こ
と

・
女
性
の
悩
み
ご
と

・
ス
ト
レ
ス
な
ど
心
の
健
康
の
こ
と

と
　
き

毎
日(

年
末
年
始
を
除
く)

平
日
８
時
30
分
〜
19
時

土
・
日
・
祝
日
10
時
〜
18
時
30
分

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

1
０
１
８
―
８
３
１

や
さ
し
い

―
２
９
４
０

ふ
　
く
　
し
の
輪

FAX
０
１
８
―
８
３
１
―
２
３
０
６

Ｅ
メ
ー
ル

fukushi@
pref.akita.lg.jp

問

問

問 申
・
問

申
・
問

■ 参加者募集 
教室・講座名 

エクセル2003基礎 
試験対策　　　(全6回)

小・中学生「春休み将棋 
教室」　　　　（全4回） 

3月17日(金)、20日(月)、22日(水)、 
24日(金)、27日(月)、29日(水) 
18時30分～21時 

3月22日（水）～25日（土） 
13時30分～15時30分 

職業訓練 
センター 

中央公民館 

20人 
(選考)

50人 
(先着順)

締め切りは、3月9日(木)。 
職業訓練センター 
143-5817

受け付け開始は、3月1日（水)。 
中央公民館142－4369

と　　　　き ところ  費 用 ・ 持 ち 物 な ど  定員 申し込み先など 

マイクロソフト社主催の資格認定試験
対策講座です。受講料3，000円、教材
費2，100円。別途受験料が必要です。 

市内の小学生、中学生が対象です。参
加料は無料です。 

催
　
　
　
し

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
秋
田

実
践
研
究
発
表
会
・

卒
業
制
作
作
品
展

国
家
公
務
員
採
用
試
験

（
大
学
卒
業
程
度
）

福
祉
の
あ
ら
ゆ
る

相
談
に
応
じ
ま
す

あ
き
た
の
環
境
を
考
え
る
集
い

納期内に納めてください
収納課（内線225）問

１月は市県民税第４期と国民健康保険税第７期、
介護保険料第７期の納期です。忘れずに納めてください。

募
　
　
　
集

平
成
18
年
度

労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験

そ
　
の
　
他

若
年
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

大館市勤労者共済会から住宅災害見舞金
昨年12月からの降雪で住宅に被害を受けた会員に、損害額が20万円を超えた場合に支給されます。
大館市勤労共済会（商工課内・内線365）問
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軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
軽
自
動
車
な
ど
を
廃
車
に
し

た
り
譲
渡
し
た
り
し
た
と
き
は
、

早
め
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届

け
出
を
代
行
し
て
も
ら
っ
た
と
き

は
、結
果
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
や
農

作
業
車
な
ど
の
小
型
特
殊
自
動
車

の
異
動
は
、
税
務
課
へ
認
め
印
と

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
お
持
ち
に

な
り
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
外
の
車
両
の
手
続
き

は
、
大
館
・
北
秋
田
自
動
車
協
会

(

1
43
―
２
２
８
１
）
へ
。

税
務
課(

内
線
２
１
２)

県
で
は
、
県
産
杉
材
の
普
及
Ｐ

Ｒ
を
図
る
と
共
に
、
地
元
の
製
材

所
や
建
築
士
、
大
工
・
工
務
店
な

ど
の
連
携
に
よ
る
「
秋
田
ス
ギ
の

家
」
供
給
グ
ル
ー
プ
を
育
成
す
る

た
め
、
住
宅
を
新
築
す
る
か
た
に

「
秋
田
ス
ギ
内
装
材
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

提
供
材

厚
さ
12
㎜
以
上
、
長
さ
３
・
65

ｍ
、
含
水
率
15
％
以
下
の
秋
田

ス
ギ
内
装
材(

１
戸
当
た
り
の

内
装
面
積
は
お
お
む
ね
40
㎡
で
、

２
１
６
、
０
０
０
円
が
上
限)

対
　
象

県
内
に
住
宅
を
新
築
す
る
か
全

面
的
に
改
装
す
る
か
た

募
集
戸
数

・
一
般
募
集
枠
60
戸

(

第
１
回
40
戸
、
第
２
回
20
戸)

・
供
給
グ
ル
ー
プ
枠
60
戸

募
集
期
間

・
一
般
募
集
枠

第
１
回

３
月
１
日(

水)

〜
22
日(

水)

第
２
回

７
月
３
日(

月)

〜
21
日(

金)

・
供
給
グ
ル
ー
プ
枠

３
月
１
日(

水)

〜
７
月
21
日(

金)

農
林
課(

内
線
２
０
８)

最
近
犬
に
関
す
る
事
故
や
苦
情

が
保
健
所
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
、
犬
に
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
定

期
的
な
散
歩
な
ど
適
切
な
飼
養
に

心
掛
け
、
責
任
を
十
分
理
解
し
て
、

決
し
て
放
し
飼
い
を
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課(

内
線
２
４
７)

こ
れ
ま
で
、
毎
月
25
日
に
市
役

所
内
で
開
設
し
て
い
た
仙
台
国
税

局
税
務
相
談
室
に
よ
る
「
定
期
税

務
相
談
所
」
が
、
４
月
か
ら
廃
止

に
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
面
接
に
よ
る
相
談
は

大
館
税
務
署
を
、
電
話
に
よ
る
一

般
的
な
相
談
は
、
従
前
ど
お
り
仙

台
国
税
局
税
務
相
談
室
秋
田
南
分

室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

大
館
税
務
署
1
42
―
０
６
７
１

仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室
秋
田

南
分
室(

秋
田
市)

1
０
１
８
―
８
３
３
―
３
０
４
４

▽
市
立
総
合
病
院
扱
い

庄
司
智
香
さ
ん(

北
秋
田
市)

子
供
用
車
い
す
１
台

▽
土
木
課
扱
い

秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・
大
館

北
秋
田
支
部
ダ
ン
プ
部
会

車
両
に
よ
る
排
雪
奉
仕

問

問

申
・
問

問

犬
の
放
し
飼
い
を

し
な
い
で
く
だ
さ
い

軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
の

異
動
届
は
お
早
め
に

各窓口が混雑しますので、引っ越しが決まった
ら、早めに届け出をしましょう。
住所変更は？
前住所地の「転出証明」を持参し、「転入届」を
してください。国民健康保険証、介護保険証、
印鑑登録証を持参してください。

市民課(内線229)

※比内・田代総合支所でも手続きができます。
税金は？
納税に関することは、ご相談ください。

収納課(内線225)

軽自動車は車検証の住所変更、125cc以下のバイ
クは届けが必要です。 税務課(内線224)

転校は？
教育委員会へ連絡し、届け出の手続きについて
ご相談ください。 教育委員会154―6912

電気は？
お近くの電力会社へ連絡してください。
東北電力大館営業所
・お引っ越し・アンペア変更の申し込み

80120－175－266

・停電時のお問い合わせ 80120－175－366

・その他のお問い合わせ 80120－175－466

水道・下水道は？
・大館地域のかた
市上下水道部管理課大館事務所142－4117

・比内地域のかた
市上下水道部管理課155－1297

・田代地域のかた
市上下水道部管理課田代事務所154－3317

乳幼児医療費・児童手当は？
「受給者証」の返還や申請手続きが必要です。

保険課(内線373)

児童手当は、所得証明などが必要です。
福祉課(内線407)

郵便は？
お近くの郵便局へ連絡してください。

大館郵便局142－9544

犬の登録は？
鑑札の返還などについて、ご相談ください。

生活環境課(内線247)

その他
町内の重要な連絡や広
報紙などを配付しても
らうために、町内会へ
の連絡もお忘れなく。

お引っ越しの際は、ご連絡ください
3月、4月は、引っ越しシーズン。

市税等の納付もう一度ご確認を
収納課（内線227）問

固定資産税、市県民税、軽自動車税、国民健康保険税及び介護
保険料等で納め忘れがないか、もう一度お確かめください。

定
期
税
務
相
談
所
の
廃
止

市
民
の
善
意

秋
田
ス
ギ
内
装
材
プ
レ
ゼ
ン
ト
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18
年
度(

４
月
１
日
〜
19
年

３
月
31
日)

の
「
交
通
災
害
共

済
」
と
「
不
慮
の
災
害
共
済
」

の
加
入
を
受
け
付
け
ま
す
。

交
通
災
害
共
済
は
、
歩
行
中

や
乗
り
物
に
乗
車
中
に
交
通
事

故
に
遭
っ
た
場
合
な
ど
に
、
不

慮
の
災
害
共
済
は
作
業
中
の
事

故
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
中
の

事
故
、
自
然
災
害
な
ど
の
事
故

に
遭
っ
た
場
合
な
ど
に
共
済
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。
セ
ッ
ト
で
加
入
す
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
災
害
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

こ
の
共
済
制
度
は
、
本
市
に

住
民
登
録
及
び
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
か
た
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
し

か
も
、
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

申
し
込
み
方
法

加
入
の
申
し
込
み
は
、
３
月

１
日
号
の
広
報
と
一
緒
に
配

ら
れ
た
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
生
活
環

境
課
ま
た
は
お
近
く
の
総
合

支
所
、
出
張
所
で
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

広報大館広報大館 2006.3.1広報大館 2006.3.1

洪水の危険！
北秋田地域振興局河川砂防課10186－62－3111問

河川が雪でふさがると、融雪時に洪水を引き起こすことがあります。
河川には無許可で雪を捨てないでください。

生
活
環
境
課（
内
線
２
４
７
） 

申
・
問 

不慮の災害共済金 
掛け金：６００円 作業中の事故、レクリエーション

中の事故、自然災害の事故などが対象です。
保障内容（入院期間のみ支給対象となります。通院は該当しません。）

注 傷害は最低１５，０００円～最高１１０，０００円

交通災害共済金 
掛け金：４００円 道路上の交通事故が対象です。
保障内容（通院及び入院期間が支給対象となります。）

１日につき ８００円
２，０００円

６００，０００円
４８０，０００円
４２０，０００円
３６０，０００円
３００，０００円
６００，０００円

後
遺
障
害

傷
害

死 亡

通 院
入 院
第 １ 級
第 ２ 級
第 ３ 級
第 ４ 級
第 ５ 級

１日につき １，１００円
６００，０００円
４８０，０００円
４２０，０００円
３６０，０００円
３００，０００円
６００，０００円

後
遺
障
害

死 亡

傷害（入院）
第 １ 級
第 ２ 級
第 ３ 級
第 ４ 級
第 ５ 級

注 傷害は最低１５，０００円～最高２００，０００円

市県民税申告相談日程 市県民税申告相談日程 市県民税申告相談日程 
１．開　場         ８時   ※会場で、相談順の番号札をお取りください。 
２．受　付         ８時～１５時３０分（中央公民館のみ１６時まで） 
３．開　始         ９時 

※指定日に都合の付かないかたは、都合の良い日にお越しください。 
※３月14日、15日は、込み合うことが予想されますので、早めに申告をお願いします。 

問 税務課市民税係 
　　（内線 216） 

 
釈迦内公民館 
 

花 岡 公 民 館 
 

矢 立 公 民 館
 

 
 
 
 
 
 

中 央 公 民 館 
(上川沿地区を 
　　　　  含む)

小釈迦内､松木全区､沼館全区､大通､中通､上通､高館下､松峰､向羽立 
板子石､雇用促進住宅（釈迦内）､卸町､上袋町､日景町全区､釈迦内中台､山神台､商人留 
獅子ケ森全区､日鉱全区､長面､長面袋､二ツ森､県市公営住宅 
本郷上､本郷下､繋沢､土目内､泉田､桜町全区､猫鼻､鳥内､十三森､二井山､神山､西前田､  
長森･白根山･花岡各団地､大森､大森団地､姥沢､神山荘､神山社宅 
白沢全区､松原､寺ノ沢､陣場全区､矢立育成園､粕田全区､中羽立､岩本､清水川､橋桁､長走､ 
日景温泉 
中山､沢山､羽立､餌釣､舟場､池内､萩野台全区､小館花､金谷､南たつみ町､緑ケ丘､ 
根下戸､城西町､根下戸新町､南ケ丘､雇用促進住宅､たつみ町 
御成町１丁目１区～４区､御成町２丁目､御成町３丁目､御成町市営住宅､ 清水町住宅､ 
中道､清水町､東成町､昭和町､神明町､南神明町､東新､田町､栄町､天神緑町､天神町､ 
御成町4丁目､御成町５丁目 
豊町､田代町全区､大正町､御坂､新富町､寺町､大町全区､常盤木町､仲見世､中道１区､ 
長倉町､愛宕町､古川町､大下町､鉄砲場､曙町､水門町､末広町､弁天町 
旭ケ丘､川原町､新町､中町､馬喰町､通町､独鈷町(市営水門前住宅含む)､新地､南町､桂城､金坂､ 
赤館､部垂町､桜町､相染町､向町､一心町､谷地町､泉町､東町､市営住宅(新町･中町･向町) 
清水南町､美園町､北神明町､住吉町､小館町､片山全区､片山市営住宅､片山町３丁目､ 
餅田団地､ 有浦1丁目～５丁目 
中神明町､柄沢､東台1区～４区､長根山､有浦6丁目､東有浦町 
まだ、申告がお済みでないかた(全地域) 
まだ、申告がお済みでないかた(全地域)

２日(木) 
３日(金) 
４日(土) 

５日(日) 
 
６日(月) 
 
７日(火) 
 
 
８日(水) 

 
９日(木) 
 
10日(金) 
 
11日(土) 
 
13日(月) 
14日(火) 
15日(水)

大

　

館

　

地

　

域

 

３  月 会　　　場 対　象　と　な　る　行　政　町　内 



会 場 ・ 電 話 番 号  時 間 と き 相談内容 

年　金 

 

教　育 

行　政 

国　税 

法　律 
 

非行、いじ 
め、子育て 

10:00～15:00 

9:00～16:00 

9:00～16:00 

10:00～15:00 

 

9:30～12:00 

13:30～15:00

相談は無料です 
お気軽に 
　　 ご相談ください 

（予約制） 

毎 週 
月～木 
毎 週 
月～金 
毎 週 
月～金 

８日（水） 

 

1日（水） 

16日（木） 

（内線263） 

（内線214） 

少年相談センター（中央公民館内） 
0120－110624

43－2208
教育研究所（中央公民館内） 

市 役 所 市 民 相 談 室  

１月から３月まで国税相談は休みます。 

市　役　所　図　書　室  
(次回は4/5)(内線247)

総合福祉センター(三の丸) 
(予約は社会福祉協議会 42－8101)

市 役 所 年 金 相 談 室  

日 月 火 水 木 金 土 

成分献血 
(北秋田地域振興局大
館福祉環境部、県大館
地区総合事務所)

家庭料理ワールド
ツアー・パート@
(上川沿公民館) 
北部シルバーエリ
ア卓球大会(コミュ
ニティセンター)

身体障害者料理教
室(身体障害者セン
ター) 
献血 
(大館消防署、総合福
祉センター、東北電
力㈱大館営業所)

農家相談デー 
(農業委員会、両総合
支所、各地区公民館)

まちづくり講演会 
(秋田看護福祉大学)

健康相談 
(保健センター)

スカイパーキン
グ無料体験デー 
献血 
(日本通運㈱大館支
店、東光鉄工㈱花岡
工場、西大館病院)

映画｢好きだ、｣ 
上映会 
(市民文化会館) 
家庭料理ワールド
ツアー・パート@
(上川沿公民館)

春休み親子エネル
ギーワークショッ
プ不思議実験・工
作教室(東北電力㈱
大館営業所)

春休み将棋教室 
(中央公民館、25日
まで)

健康相談 
(下川沿公民館) 
 

映画｢好きだ、｣ 
上映会 
(市民文化会館) 
三岳小学校閉校式・
お別れ会
(三岳小学校)

大館特選落語会 
(市民文化会館)

スカイパーキン
グ無料体験デー 

おひなさま展 
(鳥潟会館、12日まで) 

スカイパーキング
無料体験デー 
無料特設人権相談 
(総合開発センター)

健康相談 
(矢立公民館) 
 

イベントの問い合わせは、主催者か広報広聴係(内線258)まで。 
　大館樹海ドーム 45－2500　　市民文化会館　 49－7066 
　中央公民館　　 42－4369 
※献血のお問い合わせは 
　大館保健所　　 52－3955　　保健センター 　 42－9055

法　律 

 

 

心配ごと 

 

 

 

その他 

31日（金） 

２日（木） 
６日（月） 

 
８日（水） 

 
14日（火） 

16日（木） 
17日（金） 
20日（月） 

 
28日（火） 

総合福祉センター(三の丸) 
下川沿公民館 
総合福祉センター(三の丸) 
構造改善センター(水無) 
矢立公民館 
田代総合福祉センター(サンピア) 
高齢者若者センター(大堤) 
釈迦内公民館 
真中公民館 
比内公民館 
田代総合福祉センター(サンピア)

9:30～12:00 

10:00～13:00 
10:00～13:00 
10:00～13:00 
13:30～15:30 
10:00～13:00 
13:00～16:00 
13:30～15:30 
10:00～13:00 
10:00～13:00 
13:30～15:30 
13:00～16:00 

 

9:00～16:00

（予約制） 

毎週 月・ 
火・木・金 

比内公民館(予約は比内総合 
支所福祉環境課  55－1115)

（内線214） 
市 役 所 市 民 相 談 室  

献血 
(ホンダプリモ山直、
花岡土建㈱、いとく
大館ショッピングセ
ンター) 
 

健康相談 
(比内総合支所) 
献血 
(ダスキン大館支店、
伊徳㈱本社、マック
スバリュ大館西店)

心配ごと相談の問い合わせ　大館社会福祉協議会 42－8101

広報大館広報大館 2006.3.1広報大館 2006.3.1

業者登録（追加分）を受け付けます
契約検査課（内線272）問

昨年２月の定期受付期間に登録手続きを行わなかったかたや、現在の登録項目に追加があるかたの
登録を、２月１日（水）から受け付けます。詳細は市のホームページ（www.city.odate.akita.jp）
または広報大館１月16日号をご覧ください。



4月 日（土） 
9時 開会式、 時 競技開始 
長根山運動公園陸上競技場 

申し込み方法 

参 加 料 

市民体育館内の大会事務局にある申込用紙（振込用紙）
に必要事項を記入し、参加料を振り込んでください。
4月29日現在の年齢でお申し込みください。受付証
は大会の1週間前までにお送りします。 

賞 

入賞者(ジョギングを除く各種目10位まで)全員に賞
状と入賞メダルを差し上げます。副賞は｢あきたこま
ち米｣(小・中・高校を除く)。 
参加者全員に参加賞があります。完走者には、完走
メダルを差し上げます(小・中・高校を除く)。 

小・中・高校、ジョギング 
一般、年齢別 

………… 1,000円 
……………………… 2,500円 

締め切り 

種　目 

小・中・高校 
一般、年齢別、ジョギング 

…………………… 4月7日（金） 
…… 3月17日（金） 

大会事務局（市民体育館内） 42－0310申・問 

（参加年齢は4月 日現在） 

小学校5年の部 

小学校6年の部 

中学校の部 

高校の部 

30歳未満の部 

30歳代の部 

40歳代の部 

50歳代の部 

60歳代の部 

70歳代の部 

30歳未満の部 

30歳代の部 

40歳代の部 

50歳代の部 

小学校5年の部 

小学校6年の部 

中学校の部 

高校の部 

一般の部 

30歳未満の部 

30歳～50歳未満の部 

50歳以上の部 

ジョギングの部 

3㎞ 

3㎞ 

5㎞ 

10㎞ 

10㎞ 

10㎞ 

10㎞ 

10㎞ 

10㎞ 

5㎞ 

ハーフ 

ハーフ 

ハーフ 

ハーフ 

2㎞ 

2㎞ 

3㎞ 

5㎞ 

5㎞ 

10㎞ 

10㎞ 

10㎞ 

5㎞ 

種　　目 

男　子 

女　子 

男・女 

※ハーフは21.0975㎞です。 

距　離 

出場者募集 

広報大館 2006.3.1
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人のうごき ◆人　口　84,465人　　　◆世帯数　30,784世帯
男　39,643人
女　44,822人　　　 平成18年２月１日現在

大館市はソフトテニス競技と 
バレーボール競技の開催地です 2007年開催 


